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※１　適宜、カラーによる文字、図表や写真等を用いても構いません。

※２　記載の枠を広げることは構いませんが、提出はＡ４サイズで１０ページまでとします。
	募集要項別紙２「評価表」に記載の項目のうち、提案の適格性について評価します。
　以下のことを中心に記載してください。
１　本市における空き家対策事業
　京都市内の空き家の現状や不動産市場、本市が取り組んでいる空き家対策事業について概説してください。特に、「地域の空き家相談員」及び「地域主体の空き家対策の取組」については、事業の趣旨やこれまでに本市が取り組んだ内容などを詳細に記載してください。
２　企画提案者の概要
　企画提案者（会社）について、記載してください。適宜、会社概要書を貼り付けてもかまいません。また、本業務を遂行するに当たっての企画提案者の強みやセールスポイントについても記載してください。
３　本業務の内容
⑴　相談員等に関する業務
　登録更新研修の企画・運営等について、相談員のスキルアップ（知識や技能の習得）につながる研修内容を提案してください。また、研修の運営体制や会場案、代替研修案についても記載してください。
⑵　地域主体の空き家対策の取組への支援
　空き家対策に取り組む地域への情報発信について、ウェブサイトに掲載する記事のターゲットや内容の方向性、取材を行うのであれば取材対象者を提案してください。また、記事の制作スケジュールを示してください。
　モデル団体への継続支援について、令和７年度には３団体のうち２団体の取組内容をウェブサイトに掲載しています。当該記事を読み、仮に令和８年度もこれらの団体に支援するのであれば、どのような対応をすべきか記載してください。
※　具体的な支援内容は、団体へのヒアリング等により判断することになりますので、支援する場合の仮定として記載いただき、その内容の適格性を評価します。
⑶　空き家対策に係る普及啓発
　啓発物品の作成について、ターゲットや想定される啓発物品、具体的な啓発方法を提案してください。制作の一連のスケジュールについても示してください。
　地域のイベント等での啓発活動について、ターゲットや想定されるイベント等、内容を提案してください。また、啓発強化月間も加味したスケジュールや運営の実施体制についても記してください。
⑷　その他
　本業務の趣旨・目的に適う提案や独自の企画等があれば、業務の規模（経費等）を含めて提案してください。
４　本業務の遂行計画
⑴　スケジュール
  本業務全体のスケジュールを整理して記載してください。
⑵　実施体制
　本業務を円滑に遂行するに当たっての取組体制について示してください。特に、各業務における人員体制については詳細に記載してください。
⑶　想定予算やその積算根拠
　各業務の想定予算やその積算根拠を示してください。


